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　 1 ．は じめに

　シ リカ フ ユ
ームをコ ン ク リー トに灑和する と，圧縮強度および耐久性などを改善で きる こ とが

確認されて い る 。 海外で は主 と して コ ン ク リ
ー

トの耐久性面 で実用化 され てお り．国内で は 300

〜12DOkgf！  12 程度を目標 と した研究が行われ て い るが 、使鵤実績および コ ン ク リ
ー

ト部材 に関

する報告は 多くない のが現状で ある 。 筆者らも超高強度化に関 して検討 した結果 ．圧縮強度で 18

00kgf／cml　2 以上の超高強度が得られた こ とやこ れら の 物性に つ い て も報告 した ［1】 。 本報告 はシ

リカフ ユ
ーム混入超高強度 コ ンク リートの 実用化を 目的に行 っ た もので あ り、高強度 の利用に よ

っ て部材 の高強度化、高性能化、小型軽量化、経済性など の 多くの面で利点が考え られ るか らで

ある ， シ リ
ーズ 1 では 、超高強度 コ ン ク リー トの破壊ひず みの確認を行 うために、円柱供試体に

よる
一軸圧縮試験およ び模型供試体に よる曲げ試験 を行 っ た。 シ リーズ llで は 、ポンプ打設に よ

る工場製品製造ライ ン を使用 して、圧縮強度が 500kgf〆cm　
2〜1500kgf／ 

2 の実物 PC ポール お よ

び PC パ イ ル の 製作と曲げ試験を行い 、特 に 1200kgf ！
’
 

2〜15001：gf，！  2
の 超高強度 コ ン ク リート

の実鯖化の確認．曲げ性能の 計算値と の整合性， PC パ イ ル に つ い て は 高軸力下に おける 曲げ性

能つ い て も検討を行っ た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 1　使用材料 と主 な性質

　2 ．実験 慨要

　 2 ． 1　 使用材料および配合

　使用 した材料の物理的性質を表 1 に

コ ン クリートの 配合を表 2 に示す 。 シ

リーズ 1 で は強度 レベ ル の 違い に よる

肱 2 〜 恥 4 の配合を，シ リ
ーズ H で は　　　　　　表 2　コ ン クリ

ートの配合

4 種類の 配 合を使用した 。 なお、シ リ

カ フ ユ
ーム は セ メ ン トの 外割 と した 。

　 2 ．2　 試験体

　シ リーズ 1の 供試体は 、

一軸圧縮ひ

ずみ測定用 として φ 10x20  の円 柱供

試沐および φ 20x30   の 遠心供試体、曲げ圧縮 ひずみ濔定用に φ 2  × 200   、厚 さ 4，rm の遠心供

試体 （以下．曲げ供試体 ）である 。こ の曲げ供試体の 破壊 形 式は ．コ ン クリートの圧縮破壊 とな

る ように した 。 シ リ
ーズ ilの 曲げ試験に用い た PC ポール の 実物大試験体寸法は図 1に示 すよ う

であ り、使用 した コ ン クリ
ー トは 表 3 に 示すように設計基準強度 650kgf／ 

2ど1200kg£ ノα圃
2
の 2

種頚と した 。 850kgf〆un2 の 高強度 PC ポール はすで に製品化 されて い る もので あ り、ポール の 破

壊荷璽を同
一

と して 1200kgf〆α随
2 の超高強度コ ン クリ

ー
トを弔い て 設計 した塲合 、ポー

ル の鉄筋

使用材料 主　 な　 性　 質

セ メ ン ト 普通ボ ルトランドセメント、比重 3．16、ブレ
ー

ン 値 3，200cm2／g
シ勃 フユ

ー
ム ノ ル ウ ェ

ー
産、比重 220 、比表 面積 200，000cm2／g

内部川産川砂 （粗砂 ）　　 、比重 2．58、粗柆率 2．98
細 骨 材

内部川産玉石砕砂 （細砂 ｝、比重 2．60、粗粒 率 2．50

粗 骨 材 内部川産玉 石 砕石、比重 2，68、最大寸法 i5 一
混 和 材 ナフ タ リン 系高性能減水 剤、比重 L20

襲
口

No

肆騨莞
（kgf〆  〕

う彡
（c旧）

讐
（％ ）響

罅
（瀚 罌

シ リ カ

鱗 聯
1 50012 士22 ± 141 ．742043 ，0 一 0．75
2 850 〃 〃 33，9 弓4044 ，0 一 1．50

31 ，200 〃 〃 27，650D42 ，020 ．03 ．00

41 ，500 〃 3± 124 ，65DO42 ．030 ．05 ．00

一499一
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量は約30％ 渡少で き経済勤果 が期待できる 。 パ イル試験

体は図 2 に示すように外径4  cm の PC バ イル C 種の配筋

を基準 と し、コ ン ク リ
ート強度は 5GO・y 　1500kgf／Cin　2の 4

種類を使用 した。　1500kgf／cm2 の パ イ ル 試験体に つ い て

は横拘東筋の効果を調 ぺ る ために．丸鋼 φ 5 の 巻き付け

ピ ッ チを5  、10ua と した配筋に っ い て も試験を行っ た。

　 2 ．3　 試験体製作お よび養生方法

　シ リーズ 1の 試験体の 製作は奚験篝で 行い 、シ リ
ー

ズ H の

ポールお よびパ イ ル試験抹は工場で行 っ た e シ
’
リーズ 1で は

0，工m3 、シ リーズ H で は 1　m3 の 強制練りミキサ を用い て 、 セ

メ ン ト、シ リカ フ ユ
ー

ム 、 細 ・粗骨秘を投入 して空縹 りを 1

分闘行 い 、 水および滅水剤 を投入 してか ら愛

合甑 1． 2 は 1分間、配含M3 ， 4 は 3 分間の練

り混ぜを行 っ た 。 di・一ル および バ イル 型 枠へ

の コ ン ク リ
ー

ト注入は工 場の ボ ン プを使用 し

所定の還心力締固めを行 っ た 。 シ リーズ 1、

E の全て の試験 体は締固め終了後 、 最高温度

65℃ で 4 時間の 蒸気養生を行っ た 。 脱型後、

ee合］　 1 は曲げ試験まで 気中放置を行い 、配

 
劇

一1コ
・》柵 w 睡翠

嵯 」監 」
pa　1　 ポール 試験体寸法　｛  ）

表 3　試験体種類

蕉囓
試 　 験 　 　体

500PC パ イル

850PC パ イル ．　 PC ポール

聖，200PC バ イル ．　 PC ポール

L500PC パ イル

¢
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図 2　パ イル試験体寸法 ・曲げ試験方法　（mm ）

合翫 2
，
3，4 は最高温度 180℃ で 3 時間の オ ー トク レープ養生を行 っ て か ら試験 ま で気中 に お い た。

　2 。4　実験方法

　一黐圧縮 ひずみ の 測定は JIS 原案 「コ ン ク リートの 静弾性係数試験方法 （案）」 に準 じて行い

曲げ圧縮ひずみの瀾定は図 3 の ような曲げ載荷 とした 、 ひずみの 漣定に｝afiemmワ イヤー
ス トレイ

ン ゲージを用 い 、貼 り付け 位置は供試体円周の 2 等分点 （円柱供試体）または 4 等分点 （遠心供

試体）に おけ る 洪試琢軸に平行、か つ 対称な線上で供試体高 さ の 1〆Z の位置を中心 と した 。 曲げ

圧縮僕試体の ス トレイン ゲージ位置を図 3 に示 すe ポール 試験体の 曲げ試験方法は 図 4 に 示すよ

うに 涯 SA5309 に 準ずる片持梁形式とし ．たわ み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （G 、71vaFレインゲ鱒 　 　 ¢
支持点付近の コ ン ク リ

ー
ト裘面 と綱材 の ひ ずみ 、

ひび割れ輻など の 測定 を行 っ た ． バ イ ル 試験添は

図 2 に 示す よ う な
一方向静曲げ試験 とし、ボール

と同様の 測定を行っ た 。 荷重は 1 サイ クル 百で ひ

び割れ発生 まで載荷 し、 2 サ イ クル 目で計算破壊

苺重の 95％ まで載荷 して、以後 1 サ イ ク ル に つ き

10mmの 漸噌変位繰 り返 し載荷 とした。 軸力の 導入

は 、パ イ ル の 中空部に PC ス トラ ン ドを挿入 して

行 っ た 。

窃
圃
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…
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3 。実験結果

3 ． 1　 破壊ひずみ （シ リーズ 1 ）

実圧 縮強度約790〜 1300kgf！伽 2の 一軸圧縮お よ び

図 3　曲げ圧縮ひ ずみの 測定方法

しレ
冒・’｝．
’．・2・二ち1：ガ・」’・・℃

ま くら材　 固定台
P （B）

［ →・
α

，’三’鍛 ・・：：ひ※：：：1∵∴ ，

2900
　　　　 荷重計
13850

点　 1アooo 　　　　　 P

齪

鳥）

図 4 　ポール曲げ試験方法　｛mm ｝
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曲げ圧縮の 破壊ひずみの 測定結果を表 4 、図 5 に示す 。 シ リカ フ ユ
ーム を混入 した超高強度 コ ン

ク リート 〔配合th3，Na4 ）の破壊ひずみ は圧縮強度が高 くな る に したが っ て増大し、工場製品 と

して使用中の 高強度コ ン ク リー ト （配合甑 2 ）に 比較する と大きな値を示 して い る。た とえば 、

遠心 1400kgf／c　ll　2 のシ リカフ ユ
ーム コ ン ク リ

ー トの破壊ひずみは
一一軸圧縮で は 3490μ で約 30％ 、

曲げ圧縮では tlseo μで約 25％大きく，

シ リカ フ ユ
ーム の 利用に よ っ て ペ ース

ト強度は もちろん 、骨材と の 付着力も

種めて増大 してい る こ とが推測される 。

また超高強度 コ ン クリ・一トでは 、 円柱

供試体の
一
軸圧縮ひずみ は遠心供試体

の 場合よ り大き くなっ て逆転 し、圧縮

表 4　 コ ン クリ
ー

トの 破壊ひずみ

破壊ひずみ 〔xlo
−6
〕配合

配0．
供試体

種 類

圧縮強度

（kgf／c面｝ 一
軸圧縮 曲げ圧縮

弾性係数

（  f／  〕

円柱 6802 ，448 一 347， 0002
遠心 9402 ， 6093 ，627 覗10，000
円柱 1，4443 ，671 ｝ 434，0003
遠心 1，4103 ，4914 ，505412 ，000

円柱 1，8124 ，101 ｝ 447，0004
遠心 1，7243 ，7754 ，735437 ，000

螻度も同様 な傾向を示 した 。 こ の 理由は 、シ リカ フ ユ

ーム を多量 に混入 した コ ン クリー トは遠心力締固めで

分離 して全量が有効に はな らな い こ と、円柱供試体 （

振動締固め ）の方が全細孔容積が小さ くな る こ と ［1］

供試体の 寸法形状が異なるこ となどが影響 して い るも

の と思われ 。 実物大ポール およびパ イル の 計算に用い

る コ ン ク リ
ー

トの圧縮破壊 ひずみは 、こ の実験結果を

参考 しなが ら実験数が少ない こ とやバ ラツ キが大 き い

こ とな どを考慮 し て、配合 Na2は 3000μ 甑 3お よ び M4

は 4000 μ と小さめ の 値 を照 い た。

　 3 ．2　 実験結果 （シ リーズ 皿）

　 3 ．2 ． 1　 フ レ ッ シ ュ コ ン ク リー トに つ い て

　配合恥 3 ，翫 4 は、シ リカ フ 」 ．一ム を多量に混入 し

6000

破

壊 4000
ひ

ず

み
　 2000

〔Xlo
’6）

　 0
　　　 配合　　 配合　　 配合

　 　 　 No．2 　　　No．3　　　No．4

図 5　 コ ン クリートの破壊 ひ ずみ

て い る うえに 高性能減水材の 添加率が高い ため粘性が高くワ
ーカ ビ リチ

ーは あ ま り良 くな い コ ン

ク リ
ートで あっ た 。

コ ン ク リー トの 圧送に は 口径 3：5イ ン チ の 圧送管を取 り付けた ピス トン式の

ポン プ を使用した e 配合翫 3 は シ リカ フ ユ
ーム 無混入の コ ン クリ・一　Fとほぼ 同程度 の 圧送性能で

あっ たが、配合Na　4 は特 に 粘性が高い ため に 圧送圧 力が相当高くな っ た 。 また、シ リカ フ ユ
ーム

を混入 した コ ン クリートは、選心力締固めに よる ス ラ リーが ほ と ん ど発生 しなか っ た 。 こ れ は、

シリカ フ ユ
ーム の主成分で ある シ リカ が 非晶質の 超微枌で あるため に 、水和の 初期に水酸化カ ル

シウ ム 溶液 と速やか に反応 して ゲ ル 状 とな り水の 分離 〔移勤）を妨げる こ と、シ リカ フ ユ
・一ム が

球形で ある こ とに より単位水量が 少な くな っ て い る こ とな ど の 影響によ る もの と思わ れる 。

　 3 ． 2 ． 2　 ポール 曲げ試験に つ い て

　 （1 ）静曲げ試験結果

　ポール 試験体に用い た コ ン クリー トの 圧縮強度を

・
麦
「
5 に 、曲げ試験の結果を軣 6 に示す 。 PC ポール

には 、超高強度シ リカ フ ユ
ー

ム コ ン ク リ
ー

ト（1200

kgf／tml　
2
）と現行の 高強度

’
コ ン ク リ

ー
ト（ε50k3fん m 　

2｝

表5 　コ ン ク リ
ー

ト強度
一

覧表

囎 罍
パ イル

記　　　号 驩嬲 盤嬬
1 一 N5 515352 ，DOO
2HH8 ．5 901401 ．000
3uU121 ，284441 ，000
4 一 U151 ，551440 ，000

を使用 したが ，ひび割れ荷重の 実験値と計算値の 比は 1．00〜1，32で良く＋r 致して お り．破壊荷重

の場台な O，94〜LO4 の 範囲で こ れも臭 く・一致 して い る。したが っ て 、超高強度 コ ン ク リートを利

一501一
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用した場合で も破壊ひずみ の 設定が適

切で あれば計算値 と良 く合 うこ とが確

認された 。

　 （2 ）たわ み

　加力点 に おけるたわみ の 代衰例を包

絡線で図 6 に示す 。 H2 お よび U2 試

験体と もに、ひび 割れ 前の たわみ はほ

ぼ同傾向で 増加 してお り 、 ひび割れ後

は超高強度 コ ン ク リートU2 の ほ うが大 きい 。

こ れ は 、1200kgf／en2 の コ ン ク リ
ー

トを使用す る

こ とに よっ て鉄筋量を約 30％減少 して い る ため

曲げ剛性が 低下 して い るか らであ る。ひび割れ

後のたわ みの計算値 （土木学会式）と実験値は

荷Pt　2　tf前後まで 良く
一

致 して い るが 、高荷重

になるに したが っ て徐 々 に乖離 して い る 。 これ

は 、ポール の たわ みが大 き い こ とか ら考 え る と

計算式の 適用範囲を外れて い る の ではな い か と

思わ れる 。 なお 、たわ み の計算に 用い た形状は

テーパーの な い 3 セ クシ ョ ン の 変断面中空 円筒

都材複合体 と し、 ひび割れ は全セ クシ ョ ン 同時

に発生す る もの と仮定 した 。

　 （3 ）圧縮ひずみ 、鋼材の 引張 りひずみ

　コ ン ク リ
ー

トの 圧縮ひずみ は 図 7 に示すよ う

に、H2 ，　 U2 共に 全荷重域で ほ ぼ 同様の 傾向

で増加して い る。ひずみ の実験値 と計算値 は ひ

び割れ前は良く
一

致して お り、ひび割れ 後は ひ

ずみが 1500μ 以上になる と徐 々 に乖離 して い る 。

破壊時圧縮 ひずみ は超高強度 コ ン ク リートU2

が 3600μ 、高強度 コ ン ク リートH2 が 2800μ で

あ り超高強度 コ ン ク リ
ー

トを用 い たほ うが大 き

い こ とが 分か る。しか し．シ リーズ 1 の 供試体

実験で の 曲げ圧鏥破壞ひずみ は ，それぞ れ約45

00μ お よび約 36eeμ であ り、実物 大試験体の ほ

うが小さ い値 とな っ た 。 こ れ は ．曲げ試験時に

圧縮側 コ ン ク リートの表面が剥離する現象 を示

した こ とか ら ．破壊 ひ ず み の測定が 不可能 にな

っ た も の と考 える 。 さ ら に ．図 7 に 示す U2 ボ

ール 内 PC 鋼材め最大圧縮 ひ ずみが 4100μ 得ら

表 6　 ポー
ル 試験体曲げ試験結果

記号
ひ び割れ 荷重 〔k替f） 破 壊 荷 重 （kgf）

、驪弗谿 実難 隔
計
磊炉 実黠値 にLPud

H1 7067071 ．003
，
2443 ，2641 ．01

H28507067921 ．123 ，2443 ，1500 ，97
U1 7867951 ．013 ，4573 ，444i ．00
U2 7858111 ．033 ，4573 ，5991 ，04
U31 ，2007367651

．043 ，2553 ，0550 ．94
U4 7961

，
0521 ．323 ，4833 ．5181 。o］

4

荷　 3

重　2P

｛tr｝ 1

鋤 グ
U2

　 ”

”

　 ∠！

　 　

ノ

1｛

0

4

1000　　　 2000　　　 3000

　 　 　 　 たわみ　 　δ 伽胴）

　図 6　荷重〜たわみ図
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〃鯊肅1騨
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　図 7 　荷重〜圧縮ひ ずみ 図

荷　3

重　 2P

｛tf ［ 1

7

！
！

／
！！

直算計
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！

　

ア

　

ノ

　

ノ

　

7

　

7

，

”

ア

　

，

ノ

4

t9

計算値
　 　 ！

u2

2eOO　　 400D　　 60eo　　 SOOD　　IDOOO

　 　 　 鋼材 引張 ひ ずみ 　　ε pt （xio
−6）

図 8　荷重 〜 鋼材引張ひずみ図

れ て い るこ とを考慮する と、両者 コ ン ク リートの 破壤ひずみは実測値よ りさ らに大 きい もの と思

う。 PC ポー
ルの 、引張 り側 PC 鋼材の ひずみ を図 8 に示す。ひび割れ発生 前後と も計算値 と実
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験値はほぼ
一
致 して い る 。 破壌時の PC 潮 材の 引張 りひずみ は 7750μ で あり、有効プ レ ス トレ ス

量の 325i〕μ を加える と11，　OOO　t2とな り PC 綱材は降伏域に達 して い る 。 こ れ よ り、1200kgf！ 
2

の コ ン クリー トを用い た ポール 試験体は現行の 850kgf／ent2の コ ン クリー トの場合よりも軸方向筋

を31％ 減少させ て い るに もかか わ らず、PC 鋼材が切翫するこ と無く破壊に 至る設計が で きるこ

とが 確認された 。

　 3 ，2 ．3　パ イ ル 曲げ試験に つ い て

　 （1 ）曲げ試験結果　　　　　　　　表7　パ イ ル 試験体曲げ試験結果→
葷表

　 コ ン クリー トの 圧縮

強度を表 5 に ．曲げ試

験結果を表 7 に 、軸力

の有る場合をee　8に示

す 。 軸力の 有無に関係

なく破壊曲げモ
ー

メ ン

トの 実験値と計算値の

記　　号 ひ び割れ モづ ント 破 壊 モ ーメ ン ト

搬
拘束筋

ピッ チ

計算

（tf・m）
実験

｛tf・m）
実験一
計算

計算

（tf ¶ ）

実験

｛tf¶ ｝

墾
計算

最 大

たわ み

（  ）

圧 縮

ひ ずみ

（× 1D
−6

）

吸収エネ

ルギー量
〔tf・mm

N5 一 8．911 ．41 ．2818 ．918 ．20 ．9635 ．o2 ，198485

H ＆5 一 9。212 ．01 ．3022 ．523 ．91 ．0557 ．52 ，8401 ，057
Ul2 一 10．611 ．81 ．il25 ．626 ．01 ．0267 ．33

，
5541

，
334

一 13，21 ．19 26．41 ．0272 ．93 ，9191 ，493

U15P1011 ．111 ．41 ．0325 ．926 ．91 ．0482 ，43 ，2431 ，774
P5 11．41 ，03 27．51 ．06118 ，53 ，2602 ，693

比は 0．96〜 1．06で良く
一・致 して お り、超高強度 コ ン ク リー

トを用い た場合 も従来の 計算方法によ り耐力の推定が 可能

である e 軸力が 有る場合 と無 い 場合で破墺曲げモ
ーメ ン ト

の実験値の 比を検討する と、コ ン ク リ
ー

ト強度が500，S50，

1200， 150ekgf／αm2 にお い てそれぞれO．74 ， 1．23 ，
1．　6：，

，
1．87

倍とな り、コ ン ク リ
ー

ト強度が 高 くなる と軸力〜曲げモ
ー

メ ン トの 関係は 図 9 の よ う に な り耐荷力は 著 しく増大す る 。

　 （2 ）たわみ

　パ イル 中央部の たわみ の 包絡線を軸力無 しの 場

合を図 10、軸力有りの 場合を図 11に示す。たわ み

の最大値は 、軸力の 有無に関係な くコ ン ク リート

強度が 高くな る ほ ど大 きく、横拘束を行 っ た もの

は淘束筋昆が 多くなるほど大 きくなる。吸収 エ ネ

ル ギー量 も同傾向で増加 してお り、普通 コ ン ク リ

ート｛500kgfノ 
2）を用い た ものに 比較 して軸力無

しの 場合、コ ン クリー ト強度85　ekgf／c：n2 で 2．2倍 、

30
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表 8　軸力曲げ試験結果
一覧表

破壊を メント（tf・m）
記号

計画

軸力

（ぜ）

導入

軸力

（tf）
実験 計算 墾

計算

N520021313 ．513 ．21 ．02
H＆524025629 ．429 ．31 ．00
u1224022043 ．543 ．41 ．00
u1524025849 ．448 ．71 ，0i
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1200kgf／cm2 で 2．8倍．1590kgft’trm　2i：tsい て は3．1倍とな っ た。横狗束筋を用 い る とその量は さら

に増大 し、普通強度 の 場会 と比較する とそ れ ぞれ 3．7倍．5．4倍とな り．周 じ強度 11500kgf！ 
2）で

もピ ッ チが 19  で L2倍．5鰡 で L8 とな っ た 。
　eellか ら，軸力が作用 した場合は コ ン ク リート強

度 を高 くする こ とによ っ て 、曲げ駢性，耐力、靭性 を著 しく増大させ る こ とが可能であるこ とが

分か る 。 こ の ように．破壊 ひずみが大 き い超高強度 コ ン ク リートを用い る こ と、 さらに横拘束筋

を経み合わ せる こ とに よ り非常に靭性の高 い i弼材が得 られる こ とが確認で きた 。

　 （3 ）ひずみ （軸力無 し）

　 コ ン ク リ
ー ト圧縮縁の ひずみ は 図12に 示す

よ うに 、コ ン ク リ
ー

トの強度が高 くなる に し

たが っ て最大ひずみ も増大 して い る 。 強度が

500，850，12    お よび 1500kgf／un2 の コ ン クリ

ー
トを爾 い た供試体の澱定可能で あ っ たひず

みの最大健は 、それぞれ2203
，
2800，3600お よ

び3909　ltであ リポ ール の 実験薩と周程度で あ

っ た 。 また、横拘束筋を配置 した場合の 最大

ひずみ は 3250μ 程度で 、同 じ強度の コ ン ク リ

調

20
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曲
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　 　 　 　 　 　 圧 縮 ひずみ　　ε ‘（XIS
−6

｝

図12 曲げモ ーメ ン ト〜ひずみ図〔軸力無）

一トで拘束筋を屠 い ない 試験休 よ り小さ い 値を示 した 。 こ れらの原因は ポー
ル試験体の場合 と圈

様な璞象に よる ものと考え られ る 。

　 4 ．ま とめ

　シ リカ フ ユ
ーム を用 い た超高強度 コ ン ク リ

ー．
トの 圧 縮破壊ひずみ 〔一軸 、曲げ）の測定 と、二

次製品製造 ライ ン にお い て こ の コ ン ク リートを用 い た ．PC ポール お よびパ イル の 実物大試験を

行 っ た本実験の 範囲で 次の こ とが鬘える ．

（1 ）シ リカ フ ユ
ーム を澆入する こ と に よ りコ ン ク リートの 粘性は 増大するが ．灑入率が 20％程

度であれば無混入の もの に比較 してポン プ圧送性 は ｝まぽ同等で ある 。 し か し、シ リカ フ ユ
ーム を

30％灑入 した コ ン ク リ
ー

トは特に高枯性で圧選圧力は 高くなるが 、圧送管ロ径を拡大すれ ば従来

のポ ン プ注入に よ る．二 次製品製造ライ ン で使用は 可能で ある。

（2 ）超高強度シ リ カ フ ユ
ーム コ ン ク ｛」　

一トの ．一軸圧縮破壊ひずみ お よび曲げ圧縮破壊 ひず み

はシ リカ フ ユ
ーム無混入の もの に比絞して著 しく大 きくな り，従来強度 ｛δ50kgfノ  筍の コ ン ク リ

ートを使用 した 薄肉多量配筋で 圧縮破壊と して設計され た高耐力詑げ部；祕に ．こ の ような超高強

度 コ ン ク リ
ー

トを鐘用す る と鋼材量を減少する こ と が 可能 な こ とが ii蔓証で きた 。

〔3 ） コ ン クリ
ート強度を500・vt500kgf ／an 　？・まで変化させ た PC パ イル の齢げ実験では 、コ ン ク

リート強度が高 くなるほ どお よび横殉束筋 を醒 置 する こ とによ っ て、曲げ耐力や最大たわみが大

き くな りa 収x ネ ル ギー量が増大する こ と、超高強度 コ ン ク リー トは高軸力の 作用秡態で曲げ謝

力が著しく増大する こ とが確認された 。

（4 ）超高強度 コ ン ク リ
ー トを用 い た実物大 PC ボール お よび PC パ イ ル の曲げ破壊磁力の 実験

埴は計算値 ど ほ ぼ
一

致 して お り．従来の 計算方法で推定が 可能で ある ．
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